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　近年の ITや AI の急速な進展にコロナの状況も相まっ
て社会のさまざまな分野でデジタルトランスフォーメー
ション（DX）への取り組みが重要視されており，製品や
サービス，ビジネスモデルに変革をもたらすととらえら
れているようである．同じく計測分野も，といいたいと
ころであるが，計測におけるDXとはその意味するとこ
ろも含めてあまり定まっていないように見受けられる．
現在の測定器はほぼすべてデジタル化されており，DXを
活用する素地は整っているように見えるが，具体的な活
用はこれからというところではないだろうか．
　DX と計測の関係としては，「計測のための DX」と
「DXのための計測」という二つ立場が考えられる．たと
えば電力使用量をデジタルで計測する電力メータが新し
いスマートメータに置き換わったことは「計測のための
DX」の一例である．一方でたとえばスマートメータから
得られる情報をビッグデータとして解析することも行わ
れており，これが後者の「DXのための計測」である．本

特集ではそれぞれの立場からDXの最新のアプローチや取
り組みについて解説していただいた．具体的な内容として
は，計量標準から製造現場における計測，さらにはデータ
認証に至るまで多岐にわたっている．これら計測分野にお
けるDXの新しい取り組みの状況とその将来の可能性につ
いて，読者の方々に興味をもっていただけるきっかけにな
れば幸いである．
　計測とDXとの関係は，まだ緒に就いたばかりであり雲
をつかむような面もあるが，どのような展開を見せるか思
いもよらない発展があるようにも思える．私自身も計量標
準に携わる立場からなんらかの活用を探っていきたいと思
う次第である．
　最後に，貴重な知見をご提供いただいた執筆者の皆様，
特集号の企画にご協力をいただいた会誌出版委員および学
会事務局の皆様に厚くお礼申し上げます．
 （清水　祐公子　記）
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